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　 「
高
度
経
済
成
長
期
の
泉
佐
野
と
人
々
の
く
ら
し
」

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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 日本遺産・北前船文化を巡る①
～日本遺産への追加認定について～

「日本遺産」に追加認定された「荒波を越えた男たちの夢が紡い
だ異空間 ～北前船寄港地・船主集落～」のストーリーを構成す
る泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　令和2年6月19日、「荒波を超えた男たちの夢が紡いだ異
空間 ～北前船寄港地・船主集落～」「葛城修験 － 里人と
ともに守り伝える修験道はじまりの地」の2つの日本遺産
に、本市が認定されました。この２つの日本遺産は、複数
の市町村にまたがってストーリーが展開する「シリアル型」
の日本遺産で、全国的なPRの展開が期待されます。この認
定により、泉佐野市は日根荘と合わせて『3つの日本遺産
があるまち』となりました。
　江戸時代、北海道・東北・北陸と西日本を結んだ西廻り
航路は経済の大動脈であり、この航路を利用した商船は「北
前船」と呼ばれました。日本海や瀬戸内海沿岸に残る数多
くの寄港地・船主集落は、北前船の壮大な世界を今に伝え
ています。今月からこの日本遺産コーナーでは「北前船
文化を巡る」と題して、　食野家や旧佐野浦の街並みなど、
本市における日本遺産関連の構成文化財などを紹介します。

　

３
月
21
日
㈷
ま
で
開
催
中
の
歴
史
館

い
ず
み
さ
の
冬
季
企
画
展
「
む
か
し 

な
つ
か
し 

昭
和
の
く
ら
し
」
に
関
連

し
て
、
昭
和
時
代
の
泉
佐
野
と
人
々
の

く
ら
し
を
振
り
返
り
ま
す
。
最
終
回
と

な
る
今
回
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
泉

佐
野
の
発
展
と
人
々
の
く
ら
し
を
見
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
を
迎
え
て

間
も
な
い
昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
４

月
、
佐
野
町
は
市
制
を
施
行
し
、
泉
佐

野
市
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
市
制
施
行

当
時
は
戦
争
に
よ
る
物
資
不
足
で
不
自

由
を
強
い
ら
れ
た
時
代
で
あ
り
、
ガ
ス

や
上
下
水
道
も
未
整
備
で
し
た
。
ま
た

市
役
所
関
係
の
行
政
機
関
も
、
警
察

署
の
よ
う
に
佐
野
町
時
代
の
も
の
を

引
き
続
き
使
用
す
る
も
の
も
あ
る
な

ど
未
整
備
で
し
た
。
し
か
し
昭
和
25

（
１
９
５
０
）
年
に
朝
鮮
戦
争
が
起
こ

る
と
日
本
に
特
需
が
も
た
ら
さ
れ
、
日

本
は
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と
、
泉
佐

野
市
は
高
度
経
済
成
長
と
共
に
発
展
し

て
い
き
ま
し
た
。
特
に
昭
和
25
年
か
ら

昭
和
30
年
代
ま
で
の
間
は
、
図
書
館
や

病
院
、
市
民
会
館
な
ど
市
立
の
公
共
施

設
が
相
次
い
で
完
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
高
度
経
済
成
長
期
に
な
る
と
商
店
街

に
も
活
気
が
戻
り
は
じ
め
、
戦
前
よ
り

栄
え
て
い
た
佐
野
町
場
の
商
店
街
に
加

え
、
昭
和
42
（
１
９
６
７
）
年
に
駅
上

商
店
街
、
昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年
に

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
デ
パ
ー
ト
・
ニ
チ
イ
泉

佐
野
店
が
相
次
い
で
誕
生
し
、
泉
佐
野

駅
周
辺
は
買
い
物
客
で
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。

　

高
度
経
済
成
長
期
真
っ
只
中
で
あ
っ

た
昭
和
30
〜
40
年
代
は
、
日
常
生
活
に

モ
ノ
が
あ
ふ
れ
た
時
代
で
し
た
。
今
で

は
当
た
り
前
と
な
っ
た
電
化
製
品
の
多

く
は
こ
の
頃
に
普
及
し
、
炊
飯
の
手
間

を
軽
減
し
た
電
気
炊
飯
器
や
、
三
種
の

神
器
（
白
黒
テ
レ
ビ
・
電
気
冷
蔵
庫
・

電
気
洗
濯
機
）
・
３
C
（
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ
・
ク
ー
ラ
ー
・
カ
ー
）
の
普
及
は
人
々

の
生
活
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。
と
り
わ

け
皇
太
子
（
現
上
皇
）
の
ご
成
婚
を

き
っ
か
け
に
テ
レ
ビ
の
普
及
に
拍
車
が

か
か
り
、
泉
佐
野
市
内
の
テ
レ
ビ
普
及

率
を
み
て
も
、
昭
和
29
（
１
９
５
４
）

年
に
６
台
だ
っ
た
普
及
台
数
が
昭
和
32

（
１
９
５
７
）
年
に
は
６
５
８
台
へ
と

急
増
し
、
昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年
に

は
普
及
率
が
市
民
の
79.8
％
に
ま
で
伸
び

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
テ
レ
ビ
の
普
及

に
よ
り
、
人
々
の
娯
楽
の
中
心
は
映
画

か
ら
テ
レ
ビ
へ
移
り
、
数
々
の
ス
タ
ー

や
人
気
番
組
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て

電
化
製
品
の
普
及
は
進
み
続
け
、
か
つ

て
の
生
活
様
式
は
次
第
に
変
化
し
、
昭

和
の
終
わ
り
頃
に
は
あ
ら
ゆ
る
生
活
の

道
具
が
電
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来

の
道
具
が
電
化
し
た
だ
け
で
な
く
、
ラ

ジ
カ
セ
の
よ
う
に
機
能
を
複
合
し
た
機

器
な
ど
こ
れ
ま
で
に
無
か
っ
た
新
形
態

の
電
子
機
器
も
数
多
く
登
場
し
ま
し
た
。

　

昭
和
か
ら
平
成
・
令
和
へ
向
か
い
、

人
々
の
く
ら
し
は
日
々
進
化
し
、
そ
れ

に
伴
い
街
の
風
景
も
変
化
し
続
け
て
い

ま
す
。
展
示
室
で
懐
か
し
の
昭
和
の
く

ら
し
を
振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

▶
現
在
展
示
中
の
家
具
調
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
（
昭
和
40
年
代
、
館
蔵
）

認定式のようす
（令和2年10月25日）

▲日本遺産に認定された全国48の北前船寄港地・船主
集落
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